
QI4：もともと排尿障害のある患者さんや高齢者の場合、風邪薬などによって尿閉になるこ

とがあると聞きました。 ですがたまに、 飲酒後に尿閉となって入院してくる方がいます。

これはどうゅうメカニズ、ムでなっているのでしょうか？

A：詳細なメカニズ、ムは解明されていません。

解説：現時点でアノレコール（エタノーノレ）が排尿・蓄尿機能に対して直接的、 または間接的に

作用して尿聞を起こさせるようなメカニズムは解明されていません。 また、 今までに前立

腺体積と飲酒に関連があるとしづ報告もありません1,2）口 しかし、 実際臨床の現場で、はアル

コール摂取によって生じたと推定される尿聞に遭遇する事例が確かに存在します。 そのよ

うな場合は夜間から早朝にかけての時間帯がほとんどで、 少量の飲酒後ではなく多量の飲

酒後であることが多い印象があります。 こうした事態に陥る原因のーっとして、 アルコー

ルに伴う利尿作用によって尿量が急に増加することで勝目光が過進展し、 跨月光平滑筋が収縮

できなくなってしまうために生じるのではなし1かという考えがあります。 しかし、 排尿に

は前立腺や跨月光の機能だけでなくホルモンや神経や加齢、 気温やその他多くの要素が複雑

に関係していますので、 原因は一つで、はないでしょう。 したがって現時点では、 飲酒後の

尿閉は確かに存在し、 元々排尿の調子が悪い患者さんに生じやすい傾向があります。 その

ような患者さんには前立腺肥大の程度にかかわらず、 過度の飲酒を控えるようにしっかり

と指導しましょう。
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